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　脱炭素の取り組みを進める昭島市は十一日、東京ガス、昭島ガスの両社と包括連携協定を結んだ＝写真。脱炭素社会の実現に向けた協定を東京ガスと締結したのは、都内の自治体では初めて。
　昭島ガスは、同市を含む多摩地域でプロパンガスを供給。東京ガスは昭島ガスに都市ガスを卸している。協定では、三者はエネルギーの地産地消、エネルギー最適化、環境エネルギー教育などの分野で連携し、同市の脱炭素を目指す。
　締結式で臼井伸介市長は「まずは二〇三〇年までに二酸化炭素（ＣＯ２）の７５％削減に取り組む」と強調。昭島ガスの平畑文興社長、東京ガスの馬場敏広域エネルギー事業部長も「地域に密着して脱炭素に取り組みたい」などと述べた。
　同市は、五〇年までにＣＯ２排出量の実質ゼロを目指す「ゼロカーボンシティ」を表明。今月一日には「気候危機・気候非常事態宣言」をしている。（布施谷航）
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